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本特集は，2017年（平成29年）12月26日に公益社団法人日本ＰＴＡ全国協議会事務局で実施した学長特別対談を編集したものです。
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鳴教と日Ｐ
ＢＰプロジェクト

山下	 お忙しいところ時間をとっていただきまし

て，ありがとうございます。

	 社会全体の喫緊の課題である「いじめ問題」の

改善に寄与するため，2015年度（平成27年度）に，

鳴門教育大学が取りまとめ大学となり，宮城教育

大学，上越教育大学，福岡教育大学の４大学は「い

じめ防止支援プロジェクト（ＢＰプロジェクト）」

を立ち上げ，国立教育政策研究所，日本生徒指導

学会，各地の教育委員会と協力し，教育，研修，

研究，支援などの事業に取り組んでいます。そし

て，2016年度から公益社団法人日
にっぽん

本ＰＴＡ全国

協議会（以下「日Ｐ」）に協力団体として参画し

ていただきました。

	 今回，日Ｐの東川勝哉会長との対談を通して，

お互いの活動を深く理解し，更なる連携強化に

つなげ，いじめ問題の改善に寄与していきたいと

考えております。

	 つきましては，東川会長から忌
き

憚
たん

のないご意見

を頂戴し，本学の取組に生かしていきたいと考えて

おりますので，どうぞよろしくお願いいたします。

東川	 よろしくお願いいたします。

　2017年（平成29年）12月，鳴門教育大学の山下一夫学長と公益社団法人日本ＰＴＡ全国協議会の東川

勝哉会長が対談しました。二人はすぐに意気投合し，まず「教師の働き方改革」（４〜５ページ）につい

て話し合います。そして，次の「コミュニケーション」（５〜７ページ）のあたりから，まさに息の合った

コミュニケーションとなり，本論である「いじめ問題」（８〜12ページ）へと話は展開していきました。

　保護者，教師，学生をはじめ読者の皆さんにとって，少しでも役立つ内容であることを願っています。

鳴門教育大学全景（瀬戸内海国立公園，鳴門大橋，淡路島を眺む）

※ＢＰ（Bullying	Prevention：いじめ防止）
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教師教育のリーダー大学

山下	 東川会長には鳴門教育大学にお越しいただ

いたこともあり，本学のことをよくご存じですが，

始めにごく簡単に紹介いたします。

	 本学は1981年（昭和56年）10月に創設された，

国立の教員養成大学として一番新しい大学です。

キャンパスは瀬戸内海国立公園に隣接し，非常に

美しく，落ち着いて勉学に励むことができます。

大阪市内から車で２時間，大学周辺には鳴門の

渦潮，大塚国際美術館，四国八十八ヶ所霊場の

第一番札所霊
りょう

山
ぜん

寺
じ

などがあります。

	 1984年に大学院修士課程の１期生を，1986年に

学部の１期生を迎えました。大学院には，日本

全国から現職教員が毎年60名ほど入学します。

	“教師教育のリーダー大学”として教員養成の

充実，現職教員の研修，教育に関する高度な研究，

教育に関する社会貢献を目的としています。

	 当時は世間の人達に，鳴門教育大学という名前

も，あるいは国立大学であるということも余り

知られていませんでしたが，学部卒業生の教員

就職率が７年連続全国第１位，教職大学院修了生

の教員就職率が３年連続全国第１位を達成し，

また国際協力機構（JICA）による開発途上国教員

研修の受入れ件数も全国の大学の中で第１位を

達成し，かなり知られるようになってきました。

	 続きまして，日Ｐについてご紹介いただけませ

んでしょうか。

日本ＰＴＡ全国協議会

東川	 1952年（昭和27年）10月に「日本父母と先生

の会全国団体」が結成され，翌年の1953年に団体

の名称が「日本ＰＴＡ全国協議会」となり，2013

年（平成25年）４月には公益社団法人となりまし

た。正会員は各都道府県及び政令指定都市に設け

られた64の協議会又は連合会であり，全国の公立

小学校・中学校を中心にＰＴＡ会員800万人以上

を擁する日本で一番大きい社会教育関係団体です。

	 特に子どもたちの健全育成に関し，時代ととも

に変化する社会環境に対応し，必要な措置を適切

に施すとともに，子育てに必要な知識，家庭教育

のあり方などを学び，より議論を深めるために，

実践と研究を進めてきました。

	 私自身，近年，学校現場において求められる様々

な課題に対し，これまで以上の取組と，社会総が

かりでの取組を実践することが急務であり，特に

保護者の意識改革と学びが必要だと思っていま

す。すべての教育の出発点として家庭教育の重要

さを今一度認識し，家庭・学校・地域のそれぞれ

が有する教育機能を理解し責任を分け合いながら

協働していくことが強く求められています。

	 皆さんの身近なものでは次のような事業を通じ

て，いじめ問題をはじめとする様々な課題に対

し，家庭・学校・地域が連携し取り組めるように

したいと考えています。例えば，公立の小学校・

中学校の多くが災害時の防災拠点になることか

ら平時からの対応として『ＰＴＡ防災事例集』，

全国のＰＴＡの優れた取組を紹介する『となりの

ＰＴＡの実践・このＰＴＡがすごい！』などの

出版事業。一般の保護者とＰＴＡ，学校を繋ぐ

広報紙を表彰する「全国小・中学校ＰＴＡ広報紙

コンクール」や，サラリーマン川柳のＰＴＡ版み

たいですが，「家庭で話そう！我が家のルール・

家族のきずな・命の大切さ」をテーマとする三行詩

を募集し入賞者を表彰するなどの表彰事業です。

教職大学院のモデル校

東川	 私は日Ｐの会長になってから，教員養成

評価機構の認証評価で，２つの教職大学院を訪問

したのですが，大学教員，現職の教師や学部から

進学・入学した大学院生が，教育に対して真
しん

摯
し

に

取り組んでいることに非常に感銘を受けました。

鳴門教育大学は，教職大学院のモデル校になるの

ですね。

山下	 そうなんです。2008年（平成20年）に教職

大学院を設置して以来，現職の先生は，大学院の

１年目は本学を拠点に学び，２年目は定期的に

派遣校に戻り，派遣校の教育課題の解決に取り

組むという“鳴
なる

教
きょう

大
だい

モデル”を打ち出し，教職

実践力の形成に努めています。

	 さらに，2019年（平成31年）からは，他の大学

に先駆け教職大学院の重点化を行い，新たな

“鳴教大モデル”をスタートさせますが，一貫し

て本学は，学生・大学院生にとって教師として

役立つ教育を行うのは当然であり，さらに学校

現場や教育委員会などにも役立つ教育を心掛けて

います。

東川	 全国レベルで本当の意味での地域貢献に

なっているんですね。
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教師の働き方改革
教師の長時間労働

東川	 私は，中央教育審議会の「学校における

働き方改革特別部会」に出席しています。全国の

教員養成系大学・学部，大学院において，子ども

たちを健全に育成し，そして社会に資する人材を

育成していく日本型学校教育を実践する教師を

養成されていますが，学校と社会が複雑に絡み

合っていることが，働き方改革を難しくしている

のかなと感じることがあります。

	 社会からの学校や教師に対する多様な期待が，

学習指導の充実に対する要請とも相まって，

長時間労働という形で表れています。

山下	 おっしゃるとおりです。私は今，非常に

危機感を持っています。この１，２年のことです

が，本学において非常に優秀で当然教師になるだ

ろうと思っていた学生が，教師にならず最終的に

他の職業を選択するということが起こってきてい

ます。

	 教師になる夢を持っていたのに，教師をブラック

な仕事と思い，進路変更をする学生が増えてきま

した。学校が抱える課題が複雑化・多様化するに

従い，学校の役割が拡大し，長時間労働になり，

労働環境に不安があるということです。

東川	 民間の就職のプロセスと若干違い，教育

実習で現場を体験して，教師としての適性を感じ

る部分もあると思うのですが。

山下	 今，多くの国立の教員養成系大学・学部で

は，１年生のときから教育実習を取り入れており，

実習を非常に重視しています。そして，ほとんど

の学生が実習に行って良かったと感じ，自分の足

りない部分に気づき，“reflection・省
せい

察
さつ

，熟考，

内省”をして，これからも頑張ろうとなっていき

ます。大学としても，このように学生が成長する

ような教育をしています。

	 しかし，課題として２点あります。１点目は，

どうしても教師としての適性が疑わしい学生をど

のように教育するかです。本学では，教育実習の

単位認定を厳格にするよう努めています。さらに，

本学では教育実習前に筆記テストを実施していま

すが，医学部で実施されているような臨床実習を

行う前の“ＣＢＴ（Computer	 Based	 Testing）”

の開発に取り組んでいます。つまり，教師として

の適性や能力に問題があるとなれば，単位を与え

ないということです。

	 ２点目は，先ほど言ったことですが，適性があ

り優秀な学生が，いざ就職の段になると，企業が

３月４月という早い時期に内定を出すので，企業

に就職し教師にならない場合が増えてきています。

東川	 特別部会の中間まとめにも出ているよう

に，教師は魅力ある仕事であることが再認識され，

教師自身も誇りをもって仕事ができるようになる

よう，日本全体が総がかりで取り組むことが，ひ

いては子どもたちの人格形成も含めた教育に資す

ることになるだろうなと思います。

グッドイナフ，ほどよい

山下	 私もこの問題は，総がかりで考えていく

必要があると感じています。臨床心理学では，

育児において，“perfect	 mother・完璧な母親”

より“good	 enough	 mother・ほどよい母親”の

ほうが，親も子どもも心理的に安定し，みんなが

幸せになっていくというのが基本の考えです。

	 学校の先生方もパーフェクトを目指しながら，

省察し，適度に息を抜いてグッドイナフになるこ

とを期待しているのですが，難しい。子どもの心

に寄り添おうとせず教師としての能力や適性に欠

ける教師もなかにはいるでしょうが，ほとんどの

先生方は真面目だからどんどん仕事をしてしま

う。私は教師に「良い意味で手を抜くこと」を勧

めています。例えば，新人の教師に「１年目は

必死で働いて手の抜き方がわからず大変だけど，

２年目になると良い意味での手の抜き方がわかっ

てくるから」と励ますことがあります。もっとも，
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１年目から平気で手を抜くようないい加減な先生

では困りますが。

	 しかし，先生方は真面目だから良い意味でのい

い加減で手を抜くことがなかなかできない。長期

にわたりパーフェクトを目指し，ついには燃え

尽きダウンしてしまうこともあります。

	 そこで，国や社会もグッドイナフという考え

方を理解し，「いじめ対応は教師の日常業務の

最優先事項であるが，それ以外の何々の業務は

思い切ってカットしていいですよ」とか，さらに

は「カットして休日を確保しなさい」などと命令

しなければ事態は変わらないのではないかと思い

ます。

東川	 今，働き方改革で，長時間労働がよく取り

上げられています。現場の教師の話を聞くと，

確かに長く働いている。それは多くの教育課題に

対応しなければいけないし，調査も多い，色々な

業務がある。しかし，それらがカットされたとし

ても，たぶん教師は同じぐらいの時間，仕事をす

ると思います。その理由としては，「カットされ

た時間を，子どもたちに向けた教材研究や授業

準備に費やすことは，本来あるべき姿だから構わ

ない」という意見でした。

	 その辺がグッドイナフという部分に近づけるの

であれば，やはり総がかりの一助となるべきは

家庭教育です。まずはその出発点である家庭教育

の部分が十分ではないところが保護者側にもたく

さんあるという認識は私どもにもあります。

山下	 教師には，どこかで休みをきっちり取って

もらい，自分自身のため，そして教師自身の家族

のために過ごしてもらいたい。教師に限らず，休

むことが悪いという社会ではいけないと思います。

東川	 それに対しては，やはり保護者の理解が

必要ですね。

コミュニケーション
ふわふわ言葉

東川	 もう一つ，これは時代の背景もあるので

しょうが，保護者が教師を敬うと言いますか尊敬

する気持ちが，随分少なくなってきているように

思います。サービス業的な「なぜこれをやってく

れないのか」とか，どうしてもクレーム的な対応

や，学校及び教師が担う業務を超えた要求への

対応に追われることが，以前より多いような気が

いたします。私達としては“まずは家庭から”と

いったところを，もっと発信しなければいけない

と思っています。

	 そこで日Ｐでは，社会教育関係団体として様々

な事業を行っていますが，そのうちの一つとして，

出版物を出して啓発活動に取り組んでいます。

社会教育と直接的には書いていなくても，結果的

にやっていることが社会教育であれば良いのかな

と思っていまして，そもそもＰＴＡとはどのよう

なものなのか，なぜＰＴＡができたのかとか，

家庭の役割はなど，書籍やパンフレットを使いな

がら啓発をさせていただいているという状況でし

て，結構評判が良いです。

山下	 私も読ませていただいています。例えば，

日Ｐでは，「おはよう」「おやすみ」「ありがとう」

「大丈夫，どうしたの？」など，言われるとうれ

しい“ふわふわ言葉”を，家庭で使うように啓発

活動をされていますね。これは，とても素晴らし

いことです。

	 もともと臨床心理学の用語で“stroke・撫
な

でる”

ということですが，限られた人間関係で用いるの

ではなく，広く家庭や社会において積極的に使お

うということはとても意義のあることです。

	 学校においても，言われると傷つく“チクチク

言葉”ではなく，“ふわふわ言葉”を使うよう，

例えば小学校低学年の道徳の授業で教えています。

東川	 様々なことを成
な

していく時に必要なのは，

どのような社会であってもまずはコミュニケー

ションが一番です。そして，コミュニケーション

が上手くいっている関係において，自己肯定感や

自己有用感が育ちます。きちんと相手に受け止め

てもらったという実感を与えることは，先生と
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保護者，保護者同士や先生同士で，あるいは子ど

もと先生の関係においても大事であり，コミュニ

ケーションを学んでいるかどうかで，少し差があ

ると感じています。

山下	 子育てにおいて，注意や厳しいことを１つ

言う時，その前に３つ４つ褒
ほ

めることがコツだと

言います。そもそも“褒める”とは“一緒に喜ぶ”

ということであり，自己肯定感や関係性を築くの

にとても重要です。

	 保護者の方も教師と話されるとき，教師を尊敬

しろとは思いませんが，お互いが相手のことを

人間として尊重し，良い人間関係を築いていこう

とすることは大事でしょう。そのために，教師や

学校の良い所を見つけて，日頃からふわふわ言葉

で「先生，ここはありがたいです」とか「ここは

本当にご苦労様です」と話しかけ，ある程度の

関係が作られていると，「先生，これちょっと何

とかなりませんか」と気軽に言える。そうしたら

先生方も気持ち的にいつも以上に「ヨシ！検討し

よう」となるのでは。

東川	 本当に学長がおっしゃるように，私がコ

ミュニケーションのあり方を勉強したとき，後で

答え合わせをしてみると，今のやりとりってふわ

ふわ言葉を使っていましたとか，まずきちんと

受け止めて共感して，きちんと褒めて，その上で

指摘をしていましたということになるのですが，

実際はなかなか難しいですね。

心の振り子を意識し，まずは聞く

山下	 教師こそコミュニケーションを学ばなけれ

ばなりません。例えば，「モンスターペアレント」

という言葉が流行したこともあり，保護者からの

言葉を真摯に受け止めずに，「何を言われるのか」

と身構えてしまう教師がいるんですね。

	 そもそも，人の悪口を言ったり，愚痴ったりす

るのは，人間ですから当然のことです。攻撃性・

アグレッションを外に向けて他人の心を傷つけた

り，内に向けて自分自身を責めて傷ついたりする

のが人間です。人の悪口を言ってはいけないし，

人を傷つけてはいけませんが，それが過度にな

り，いい人でいようとしすぎると，うつ状態になっ

たり，どこか場違いな所で感情を爆発させたり，

聖人君子すぎて融
ゆう

通
ずう

が利
き

かず周りの人に面倒がら

れたりすることがあります。

	 つまり，人間はだれもが攻撃性・棘
とげ

をもってお

り，人間関係において傷つけあうことをできるだ

け少なくし，温かい人間関係を築けるかです。

	 脱線ですが，我が家では夫婦でお互いの悪口を

言い合うのではなく，テレビに向かって一緒に

悪口，チクチク言葉を言います。例えば，高校

野球なら三打席連続三振のバッターがチャンスで

打席に立ったとき「神様，何とか打たせてあげて

下さい」と応援しますが，プロ野球ですと，同じ

場面で「交代，代打を出せ！」と叫んでいます。

そして，ホームランを打とうものなら，高校野球

ですと夫婦で涙しますし，プロ野球ですと夫婦で

テレビ画面の選手に向かって「ごめんなさい」と

謝ります。（笑い）

	 話を戻しますと，私は，教師が保護者と面接す

るときに，保護者の心を振り子にたとえて考える

ようにと学生達に教えています。

	 攻撃性が適度に外に向かったり，内に向かった

り揺れ動いているのが普通です。しかし，それが

激しく外に向かい，学校や教師を痛烈に批判する

ことがあります。このとき，保護者の話にすぐに

反論すると，意見が衝突し，関係がこじれます。

あるいは，モンスターペアレントではないかと

防衛的になり身構えてしまうと，保護者を苛
いら

立
だ

た

せます。また，カウンセリングの応答をまねし

て「なるほど」「ご心配ですね」などと表面だけ

相づちを打ち，心の底では早く帰ってくれなどと

思っていると，真剣に聞いていないということは

保護者に感づかれてしまいます。

	 教師にすごい攻撃性を向けてくる場合，実は

保護者自身，攻撃性が内に向かって傷つき非常に

落ち込んでいたり，持って行き場のない困
こん

惑
わく

や

怒りの感情をもっていることが多いのです。また，

本当は別の所に向けるべき攻撃性を，そこではな

く学校や教師が代表してぶつけられていることが

あります。

	 意見が異なるときは，すぐに反論するのではな

く，こちらの意見を保留し，言いなりにはならな

いが，保護者の気持ちを汲
く

み感情をわかろうとし

て，一所懸命に話を聞くことです。

	 教師に気持ちがわかってもらえた，感情面で

受け入れられたと保護者がある程度納得すると，

例えば「言い過ぎました。先生も大変でしょう」

と，自然と攻撃の矛
ほこ

を収め，心の揺れ動きが適度

な範囲に落ち着いてきます。この段階に来ると，

保護者の心の揺れに教師は共振するようになり，
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子どものために保護者と教師は協力し，対策を考

えていこうということになります。

心臓と心臓を重ね合わせるように

山下	 人の話を聞くことなんか簡単だと思ってい

る方もおられるでしょうが，決してそうではあり

ません。訓練がいるんです。実際，大学院で自分

が生徒や保護者と話しているという設定でロール

プレイ（役割実演）をして，それをビデオで見て

自分の対応の仕方をチェックすると，ほとんどの

人が自分が上手く聞けていないことにショックを

受けます。良き聞き手は，何が違うかというと，

何よりまずうなずきや相づちが上手で，話しやす

い雰囲気をもっています。

	 そこで，生徒指導やカウンセリングのトレーニ

ングの授業で，私は学生達に「相手の心や気持ち

に寄り添うように聞く（聴く）ためには，相手の

心臓に自分の心臓を重ね合わせるようにイメージ

して話を聞くのがコツである」と指導しています。

頭であれこれ考える前に少しボーッとしてもいい

から，そのようにしていると，自分の心臓がドキ

ドキしてきて，相手の心や気持ちが何かしら感受

され，「へぇー」とか，「はぁー」とか，「なるほ

ど」，「へぇーそうなんですか」などなど，そのよ

うな相づちが出てくる。これが大事なんです。

	 このように“温かい心で対応する”つまり

“感情的理解をする”とともに，“冷静な頭で考え

る”つまり“知的理解をする”ことが相まって，

“共感的な理解”となっていきます。カウンセリ

ングの教科書の表面だけをまねして，心を込めず

「うん，なるほど，そうなんですか」とうなずい

ていたら，すぐに口先だけだと相手にわかってし

まいます。

東川	 よく“心”と言いますが，リアルに“心臓”

なんですか。それは初めて聞きました。

山下	 そうです。リアルに自分の心臓を相手の

心臓に重ね合わせるようにイメージして聞いてい

ると，自分の心臓がドキドキしてくる。それが

共感ということの最初であり，その後で頭で考え

れば良いのです。

東川	 分かりやすいですね。現在の大学を卒業し

て教壇に立つ若い教師は，そこまで学習している

ものですか。

山下	 それが，残念ながら教師になるためには

学ぶことが多くて４年間では足りません。大学の

授業では，子どもや保護者とのコミュニケーション

の方法として“心の振り子”などの話をしますが，

具体的なトレーニングは大学院の授業になります。

同僚と協働

東川	 教師は４月１日からプロとして見られる。

それだけのものを求められているということです

けど，大変な職業だなと思いますね。

山下	 現在では，新任ですぐに周りの教師と同じ

ようにと言われても，それは大変だろうというこ

とで研修制度や周りの教師がサポートする体制に

なっています。

東川	“鍋
なべ

蓋
ぶた

”と言われる学校組織は，校長先生・

教頭先生が鍋のつまみで，各教師が横並びの組織

です。現在は，学校運営のため校務分掌の仕組み

が整えられているようですが，その移管はうまく

機能していますか。

山下	 鍋蓋型や教師が一人ひとり“個業”でやっ

ていける時代ではありません。教師が“協働”し

て学校組織として教育に取り組んでいかねばなら

ない時代です。しかし，その制度がうまく機能す

るためには，教師同士が“同僚”として一緒に働

こうという人間関係が築かれているかどうかがと

ても大切です。つまり，教師同士のコミュニケー

ションです。

	 例えば，いじめ対策において，教師同士のイン

フォーマルな話し合いや定期的なセミフォーマル

なミーティングなどがあるからこそ，実際何か

あった時に協働してフォーマルないじめ防止対策

組織が機能するのです。

大学院生に特別講義を行う山下学長
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いじめ問題
いじめと疑われるものすべてに対応

東川	 文部科学省の「いじめ防止対策協議会」

（2016年（平成28年）６月〜翌年２月）に，日Ｐ

から私が委員として参加し，実効的な対策を講じ

るよう提言を行いました。この協議会の座長が，

鳴門教育大学特任教授の森田洋司先生でして，

2017年（平成29年）３月に出された「いじめ防止

基本方針の改定」と「いじめの重大事態の調査に

対するガイドライン」を審議してきました。

	 また，日Ｐでは，鳴門教育大学やＢＰプロジェ

クトのご意見も頂戴しながら，『今すぐ！家庭で

できるいじめ対策ハンドブック（改訂版）』を

今年度（2017年度）リリースしました。いじめ

問題に対して，絵空事にならずに，実行性・

再現性があり，今すぐできることはないかという

ことで，日Ｐという日本で一番大きい社会教育

関係団体がこの冊子を出すというアクションに

意義があると考えています。

山下	 ものすごく意義があることですね。

東川	 改訂版のポイントとして，いじめの定義と

いじめ認知件数の変遷を紹介していますが，これが

保護者になかなか浸透していない。特に認知件数

の増加は，「いじめが増えてとんでもないことに

なった」と捉えられがちですが，違うのだと。

山下	 教育機関も報道機関も社会総がかりで，

いじめ認知件数の増加は，いじめ事案に対して

ネットワークの網目を細かくして，いじめで悩む

子ども達を救おうとしている対応の表れだと，

繰り返し啓発していく必要があると思いますね。

東川	 日Ｐでも，全国の各代表者や会長たちに

しっかりと知ってもらおうと，パラダイムシフト，

意識の転換に取り組んでいるところです。

山下	 私は，以前から『ドラえもん』を授業や

研修で取り上げて，のび太とジャイアンとの関係

について「あれっ，気になるな」と思わないかと

問いかけてきました。かつては「いや，一緒に

遊んでいるので，大丈夫では」という意見もあり

ましたが，最近ではほとんどの人が問題だと感じ

るようになってきました。さらに，少なくともい

じめかどうか判断するのは置いておいて，とにか

くいじめと疑われるものはすべてに対応し，教師

集団で情報を共有しましょうという意識になって

きました。そうなってきたのは非常に大きいこと

だと思いますね。

東川	 いつの頃から変わり始めたという社会的な

背景がありますか。

山下	「いじめ防止基本方針の改定」を契機に，

いじめの定義を拡大し，いじめの認知件数が多い

県や学校はいじめ問題に真摯に取り組んでいるん

だと文科省が積極的に旗を振るようになったこと

が非常に大きいと思います。

	 従来の研究者のいじめの定義や社会通念上の

いじめの考えより，今回の法律では，一定の人間

関係における行為によって「児童生徒が心身の

苦痛を感じているもの」といじめを最も広く定義

しましたが，非常に大きな意味があります。いじ

めが疑われるものに対応した後，「あぁ，いじめ

ではなかったんだ」となっても構わないし，むし

ろ喜ばしいことです。

東川	 そうですよね。いじめに気づく目を持つと

いうことが重要だと思います。そのためには，

事例をたくさん学び，日頃からいじめに対する

意識を高めておくということが一番重要なのかな

と思います。

	 全国64名の各ＰＴＡの代表者とともに社会教育

に関わっている者として，保護者目線ですが，

法的，実践的，スキル的な意識をもっと高めてい

かなければならないと努めているところです。

いじめ問題が最優先

東川	 中央教育審議会の委員としての提言や，

家庭教育での学力向上などやるべきことはたくさ（公社）日本ＰＴＡ全国協議会（2017 年発行）
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んありますが，一番問題の中心にあるのはこのい

じめの問題だと思いますので，いじめ防止に向け

て本気で発信をすることを継続的にやるつもりで

います。

山下	 いじめ問題は，人間としての尊厳に関わる

問題であり，是非みんなで協力して取り組みま

しょう。

	 ところで，私自身，分かったような口を利
き

いて

いますが，ＢＰプロジェクトを起ち上げてから

最近になって反省するようになったことがありま

す。それは「いじめっ子・いじめられっ子」とい

う言葉です。特に「いじめられっ子」と言われた

子どもにすると，いじめの被害を受けたうえに，

あなた自身に何か問題があるのではというニュア

ンスを感じて，傷口に塩を塗られるようで辛いと

思います。いじめの被害者の子どもの心臓に自分

の心臓を重ね合わせるように想像すると，「あぁ，

『いじめられっ子』と言われたら，心臓がチクチ

クするな」と感じますね。このような感性が大切

でしょう。「いじめの被害者」とか，「いじめを受

けて」とかを使うと，少し客観的になってくるの

ではないでしょうか。

	 また，子育てや生徒指導において叱るとき，

子どもに「あなたはダメです」とは言わず，「あ

なたのその行為はダメです」と行為について話し

合うのが定
じょう

石
せき

です。それと同様，「いじめっ子」

は「あなたは卑劣で性格的に問題がある」という

ニュアンスがあり，子どもが大人と話し合うのを

防衛的にさせる恐れがあり，大人も偏見を持って

その子どもと接する恐れがあります。

	 ですから，最近では，文脈によっては「いじめっ子・

いじめられっ子」を使うことがありますが，でき

るだけ「いじめの加害者・被害者」を使うように

しています。

テレビ番組

東川	 子どもたちの目線から社会を見た時に，色

んなところでいじめの構図が見られます。例えば，

芸人さんがテレビでバチバチ叩きながら受けよう

としている。それはお笑いの世界のことでしょう

が，我々大人の世界でも，イジる・イジられると

か，いじめの構図としては同じようなところがあ

ります。受け取り方によっては，それをいじめと

感じる人もいれば，サッと流せる人，むしろ楽し

んでいる人，様々でしょう。自己主張は大切です

し，受け取り方も人によって様々ですが，その

表現方法として「それはあまり良くないんだよ」

と指摘していくことは大事だと思います。

山下	 ものすごく大事ですね。いじめが社会

問題化した第二の波といえる1994年（平成６年）

頃，いじめが暴走した大きな要因の一つが“とん

ねるず”だと私は思っています。毎週『とんね

るずの生でダラダラいかせて !!』というテレビ

番組で，とんねるずの二人が，ある芸人を毎回

いじめて楽しむというコーナーがありました。

保護者や教師が「いじめはダメ」と教育している

のに，それを毎週子どもたちは見ており「いじめっ

て楽しいんだ，いじめてもＯＫなんだ」と思って

いくわけです。

東川	 日Ｐの活動の一つに，「子どもに見せたく

ない番組」のアンケート調査をしていたことがあ

り，『とんねるずの生でダラダラいかせて !!』は

常にランキングのトップを争っていました。

山下	 それに1980年代，90年代は，テレビで女性

のヌードがどんどん出てくる時代でしたね。そし

て，1994年（平成６年）愛知県で大河内清輝君の

いじめ自殺事件，1997年（平成９年）神戸連続

児童殺傷事件など，20世紀末には世の中を震
しん

撼
かん

さ

せた本当に痛ましい子どもの事件が起こりました。

	 1998年（平成10年）の中央教育審議会（第16回），

2000年（平成12年）の教育改革国民会議では，

子どもの心に影響を与える有害情報の問題が取り

上げられ，教育の原点は家庭であると提案されま

した。そして21世紀に入り，テレビのいじめ番組

やヌード番組などは急激に減少しました。しかし，

未だにきついイジりとか，人の頭を叩くとか，あ

るいは最近でも『ドラえもん』の中で子どもたち

がバットで何度も頭を叩く場面があり，びっくり

しました。

	 この第16回の中央教育審議会と教育改革国民

会議に，当時の日Ｐの今井佐知子会長が委員とし

て参加されているんですね。

東川	 はい，そうなんです。それから，ＮＨＫと

一般社団法人日本民間放送連盟（民放連）によっ

て設置された「放送倫理・番組向上機構（ＢＰＯ）」

とも，日Ｐは，年に１回，懇談会を行っています。

	 そもそも，日Ｐによる子どもたちの健全育成

事業の大きな柱の一つに有害環境の浄化がありま
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す。1978年（昭和53年）には，文部省や民放連等へ

申入書を提出し，テレビの俗悪番組の調査を行い，

その改善に取り組みました。

	 かつて『クレヨンしんちゃん』が，お尻を出し

て“ケツだけ星人”とやっていたのはちょっとど

うかということで，日Ｐとして問題提起をさせて

いただいたところ，それが一つのきっかけとなっ

たのかもしれませんが，それ以降，お尻を出さな

くなったそうですね。

山下	 日Ｐがテレビ番組などをチェックするこ

とは，大きな意義がありますね。どんどん指摘

し，話し合えばいいと思います。ただ，私は

『クレヨンしんちゃん』の良いところも認めない

といけないと思うんです。何かというと，やはり

夫婦仲が良い。そして，周りの大人達も良い人な

ので，安心して“しんちゃんのおバカぶり”を見

ていられる。だから良いところもきちんと認めた

うえで「問題点はこれこれなので改善してもらえ

ないか」と放送関係者と話し合われればどうで

しょうか。

	 ところで，『ドラえもん』に対し，私は厳しい

ことを言っているようですが，たいていの人がい

じめ被害にあっており，のび太に対し自分自身と

重なり合うところがあると思います。それに，

映画ののび太はここぞという時にはしっかりする

し，ジャイアンも乱暴だけどいい奴です。さらに，

作者の藤子・Ｆ・不二雄さんは子どもの頃いじめ

られっ子で，自分がそれを乗り越えてきたという

背景があるから，不甲斐ないかもしれないけれど

相手のことを思いやるのび太のやさしさが，私た

ちに伝わってくるのでしょうね。

話を聞いてほしい

山下	 20年以上前の話ですが，私がスクールカウ

ンセラーに行っていた時に，非常に勉強になった

ことがあります。その中学校でいじめに関するア

ンケートを取り，アンケート結果を基に，教師，

保護者，生徒会の子どもたちが集まって話し合う

会を持ちました。アンケートは「いじめを見まし

たか？」とか「いじめられていませんか？」などで，

「いじめゼロを目指して，これからも人権教育を

頑張りましょう」という感じで終わるかのように

思えました。

	 しかし，アンケートに「保護者に対して何か

要望はありませんか？」という自由記述の欄が

あって，そこで圧倒的に多かったのが「私たちの

話を聞いてほしい」というものです。

	 この結果を見て，あるお父さんが怒り出して

「これはおかしい。『いじめられていないか？』とか

『悩みはないか？』と我が子に尋ねても，何も答え

てくれない」と言うのです。

	 そこで，生徒会長の子どもが言うには，「『いじ

められていないか？』とか『悩みはないか？』と

急に尋ねられても，答えられない。私たちが話を

聞いてほしいのは，家に帰ってきたときや，食事

のとき，あるいは食後のくつろいでいるときに，

何気ない話を聞いてほしいのです。ところが親

は『つまらないテレビばかり見ていないで，早く

勉強しなさい』とか言って，話を聞いてくれない」

と。保護者も教師も一同，大いに感心しました。

東川	 ハッとさせられますね。確かにストレート

に「いじめられていないか？」とか「悩みや問題

はないか？」と尋ねても，あったとしても「実は」

とすぐ出て来る話ではないですよね。唐突感もあ

りますし。

	 シンガポールの小さな子どもが書いた作文をも

とに『ママのスマホになりたい』という歌があり

ます。お父さんもお母さんもスマホばかり見て，

全然自分の相手をしてくれない。だから，ママと

おしゃべりするには自分がスマホになるしかな

い。神様お願いします，私をスマホにしてください。

	“いるのにいない”のは，衝撃的ですね。同じ

部屋にいても，親が子どもに寄り添っていない。

先ほどの心臓と心臓を重ねあわせるようにして話

を聞くというのに通じますね。

ボーッと楽しむ

山下	“ボーッと楽しむ”というのかな。食後，

親は後片付けや家事で忙しいことはわかります

が，少しの時間でいいから，親子で一緒にテレビ

を見るなり音楽を聴くなり何でもいいから，我が

子が休んでいる横で，ボーッとしていればいいん

ですけどね。

東川	 そうですよね。もしかしたらそのボーッと

している間に，「（言おうかな，どうしようかな）

あのね…」とポロっと出るかもしれないですね。

山下	 一緒にテレビを見ながら，たわいない話を



11│	│

するとか，あるいは話しかけなくても，子どもの

横でのんびりと新聞を読んだり，編み物をしたり，

ちょっとした家事をしたりして，要は話しやすい

雰囲気にしていて，子どもが話しかけてきたら聞

く。間違っても「今，新聞を読んでいるから，後

で」はダメです。

	 それに，子どもが10歳ぐらいまでなら，親子で

一緒にお風呂に入るのは，体ほぐしと心ほぐしに

なって，一緒に楽しめてコミュニケーションをと

るのに最適です。

	 お風呂は，湯船でボーっとしたり遊んだり，体

を洗ったりして，お互いすることがあるからいい

けれど，子どもの横でボーッとしているのは，

意外と難しいことかもしれません。余裕を持って

ボーッとするには，時間を決めればいいんです。

理想は30分ぐらいでしょうが，10分〜15分でいい

んです。横にいるだけで，子どもの心はすごく安

らいでいます。

東川	 子どものそばにいて余裕を持ってボーッと

楽しんでいるというのは，見方を変えるとコミュ

ニケーションのスキル的なものとも言えますが，

すべての家庭教育に関わることとしてすごくヒン

トになりました。

山下	 赤ちゃんが夜泣きしたときの対応と同じで

すね。抱っこしても「早く寝てくれ，寝てくれ」

と思っていたら，泣き止みません。「よし，10分間，

我が子とつきあうぞ」と根性を決めると，心に

余裕ができて赤ちゃんに集中できます。そして，

ゆったりとボーッとしながら赤ちゃんにやさしく

ささやきかければ，赤ちゃんも安心感が伝わるの

か泣き止みますね。

東川	 伝わるんですね。

山下	 この話をするとき，うちの嫁さんから，必

ず話すようにと言われていることがあります。そ

れは，「子どもが夜泣きしたとき，ほとんど私が

あやしていたのであり，あなたはたまにあやした

だけだ」と。（笑い）

学校いじめ防止基本方針

山下	 東川会長は「いじめ防止対策協議会」に

委員として参加されていましたが，私は「学校い

じめ防止基本方針」は非常に大事なものだと思う

のですがいかがでしょうか。

東川	 2013年（平成25年）10月に「いじめの防止等

のための基本的な方針」が文部科学大臣決定され，

2017年（平成29年）３月に改定されました。その

中で「学校いじめ防止基本方針」に関しても，よ

り実効性があり，みんなのものにするために見直

されました。

	 例えば，学校いじめ防止基本方針を点検し，

必要に応じて見直す，というＰＤＣＡサイクルを，

方針に盛り込んでおく「ことが望ましい。」から，

「必要がある。」に改定されました。また，この

方針を「学校のホームページなどで公開する。」

であったのが，以下のように書き加えられました。

「各学校のホームページへの掲載その他の方法に

より，保護者や地域住民が学校いじめ防止基本

方針の内容を容易に確認できるような措置を講ず

るとともに，その内容を，必ず入学時・各年度の

開始時に児童生徒，保護者，関係機関等に説明す

る。」

山下	 大事なことは，学校いじめ防止基本方針を

作っただけではダメで，いかに中身のあるものに

し，学校の本気度を子どもや保護者に示すかだと

思うのです。そして，「本校では，今年度，学校

いじめ防止基本方針をもとにいじめ問題に対しこ

のようなことに力を入れます」という訴えを子ど

もたちや保護者にしている学校は，改定されてま

だ時間的に余裕がなかったかもしれませんが，そ

れほど多くないのではないでしょうか。そもそも，

学校いじめ防止基本方針のＰＤＣＡサイクルに，

保護者はどの程度参画しているのでしょうか。

東川	 私も同感です。直接ヒアリングしていない

ので何とも言えませんけれども，学校いじめ防止

基本方針について，無作為に全国の色んな小学校・

中学校のホームページを見てみました。ほぼ同じ
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ですね。「いじめの防止等のための基本的な方針」

の中で，「各学校は，国の基本方針，地方いじめ

防止基本方針を参考にして」定めることになって

いるので，骨格はほぼ同じになるんでしょうが，

そこに血が通っているかが大切ですね。

山下	 その通りです。イギリスでも，1980年代

末頃からいじめが大きな社会問題となりました。

そのとき，イギリス教育省の解決策の１つとし

て，各学校がいじめ防止の基本方針を立て，それ

を子どもたち・保護者に公表周知し，年度終わり

にチェックして，また新年度に新しい基本方針を

公表周知する。まさに，ＰＤＣＡサイクルです。

イギリスで国を挙げて行ったことを，今，日本で

やろうとしているのです。

	 保護者の方，ＰＴＡが，学校と一緒になって，

年度の終わりと始めに，いじめ問題はこの１年間

どうだったかを振り返り，方針として３つか４つ

ぐらいで何か実行性のあるものを打ち出せるよう

になればいいのですが。

東川	 なるほど，毎年，チェックすることは，

マンネリに陥
おちい

らず，大事ですね。それは私どもの

方から，先生方に一緒にしましょうと申し出るこ

とはできると思います。

	 いじめを防止するための方針を学校が出して

も，それを知らないということが実は結構多いん

です。そもそも学校の教育目標も知らない方も

多い。その点，全国のそれぞれの協議会の中で

指導者研修を率先して行い啓発していますが，

ＰＴＡの課題でもありますね。

社会総がかり

山下	 本日は長時間にわたり，対談いただき，あ

りがとうございました。私にとって，とても充実

した時間であるとともに楽しい時間で，あっとい

う間でした。

東川	 こちらこそ，ありがとうございます。全く

同じで，充実した楽しい時間でした。私自身だけ

でなく日Ｐにとっても，活動していくうえで多く

のヒントをいただきました。そして，それぞれの

立場の皆さんが社会総がかりで取り組むというイ

メージ，その中心に子どもたちがいて，その横で

大人たちが座っているようなイメージを思い浮か

べていました。

山下	 子どもたちのために，いじめ問題はもちろ

んのこと様々な教育課題に対し，社会総がかりの

一員として，日Ｐと鳴教は連携協力していきま

しょう。今後ともよろしくお願いいたします。

Naruto University of Education

鳴門教育大学【公式】チャンネルで
様々な動画を発信しています。

文部科学省２階エントランスで，いじめ問題防止に係る展示を実施しました
（平成30年１月４日〜同年２月９日）

　連携大学や（公社）日本ＰＴＡ

全国協議会に御協力いただき，

いじめ問題防止に係る成果物を

展示し，多くの方にご覧いただき

ました。

	 今後も日Ｐと鳴教は連携協力

し，全国のいじめ問題の改善に

寄与し，いじめに悩む子どもたち

を救える社会を構築できるよう，

より一層，取り組んでいきます。
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